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令和元年１１月１２日 

 

 

長崎大学では，市民公開講座「ウイルスの一生を視る～顕微鏡を用いたウイルス

感染メカニズムの解明～」を下記のとおり開催いたしますので、お知らせします。 

 

本公開講座で講師を務める南保 明日香教授は、顕微鏡を使って、ウイルス感染を

直接「視る」技術を開発することで、感染メカニズムの解明に取り組んできまし

た。 

ウイルスは自分で増えることができないため、細胞に感染することで子孫を増や

します。今回は、現在話題となっているエボラウイルスが感染する仕組みについて

分かりやすく解説しますので、お忙しいところ恐縮ですが、当日、取材くださいま

すようお願い申し上げます。 

 なお、取材につきましては、事前にご連絡いただければ幸いです。 

 

記 

 

開催日時 ： 令和元年１１月２９日（金）１９：００～２０：３０ 

 

開催場所 ： 長崎市立図書館多目的ホール（長崎市興善町1-1） 

 

 講  師 ： 長崎大学感染症共同研究拠点 人材育成部門長  

南保 明日香 教授 

 

掲載先URL： 

https://www.ccpid.nagasaki-u.ac.jp/20191031-2/ 

 

 

 

 

 

市民公開講座「ウイルスの一生を視る～顕微鏡を用い

たウイルス感染メカニズムの解明～」開催のお知らせ 

【お申し込み・お問い合わせ先】 

長崎大学感染症共同研究拠点 上野・福嶋・蓑毛 

電話番号：０１２０－０９５－８１９ 




